
これまで見てきたように、複数の文様を組み
合わせることによって、意味に奥行をもたせ
ることができます。また、より複雑なデザイ
ンにすることもできます。そのなかでも、水
の流れを図案化した流水文は、背景に置かれ
る文様として重宝されました。

「流水文」は、
よく使われます。

A

背景として
　　よく使われる
　　　　文様を教えて！

Q 流り
ゅ
う

水す

い

文

蛇
行
す
る
水
の
流
れ
を

図
案
化
し
た
文
様

「水文」のなかでも、とくに
好まれました。植物文ととも
にあしらわれ、水辺の情景を
表現することができます。

流水だけの文様はあるの？1

単独の例はあまり見られません。「桜川文」「菊水文」「花
はな
筏
いかだ
文」「水車文」など、植物と

組み合わせたり、水のある風景をあらわしたりするのが一般的です。

あまりありません。A

「観世水」って、なに？2

能楽の一派、観世家が用いはじめたことから名がつきました。着物だけでなく、能楽の装
束や扇、日用品の装飾に使われたほか、尾形光琳（P.152）も好んでいたようです。

渦を巻いた水の文様です。A

一つ身振袖 鼠色縮緬地萩流水烏帽子鞍模様（部分） 草花が咲く水辺の風景があらわされています。

掛下帯 
紫縮緬地菊花観世水模様（部分）
「観

かん
世
ぜ
水
みず
文」は、流水文の

なかでも格調高い文様のひ
とつです。

萌葱地麻の葉に
流水花の丸文様着物
水の流れだからといって、青
系統の色であらわされるとは
限りません。
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打掛 
鶸色縮緬地風景模様
鶸
ひわ
色の地に鮮やかな水色の
滝が際立ちます。この青に
は、浮世絵に用いられたプ
ルシアンブルー（ベロ藍）
が使われています。

滝た

き

文
名
瀑
の
あ
る
風
景
や

鯉
の
滝
登
り
な
ど

水が垂直に激しく落ちる様子
を描いた文様です。「鯉滝登
文」には、立身出世の願いが
込められました。

青せ

い

海が

い

波は

文

小
さ
な
波
の
パ
タ
ー
ン
を

重
ね
た
割わ

り

付つ
け

文も
ん

扇形の波は幸運を招く「末広
がり」を象徴します。ひとつ
の文様を規則的に配置した文
様を「割付文」といいます。

CLOSE U P!

CLOS E U P!

諸国瀧廻り・木曽路ノ奥阿彌陀ヶ瀧
（葛飾北斎）
江戸時代、滝は人気の景勝地でした。これは、
8枚揃いの『諸国瀧廻り』の 1枚で、阿弥陀ヶ
滝（現在の岐阜県郡上市）を描いています。

高級な青の
絵具で

描かれた滝
「青海波」の名前の由来は？1

青海波文は世界各地にあり、日本にはペルシャからシルクロード経由で渡ってきました。
「青海波」は、この模様をさかんに用いた江戸時代前期の漆工、青

せい
海
かい
勘
かん
七
しち
に由来します。

定着させた漆工の名前です。A

唐織 
緑紅茶段青海波
花熨斗扇夕顔模様
全体を青海波文が覆いつく
し、その上に花々や扇、熨

の

斗
し
が描かれています。

色絵牡丹青海波文皿
佐賀・鍋島藩の色絵の磁器。
青海波文は特別な技法であ
らわされています。

青海波も扇
も

「末広がり
」

↑手ぬぐいでもおなじみの文様。
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波な

み

文
様
式
化
さ
れ
て
い
な
い

波
の
文
様

波文には、割付文として様式
化された青海波文以外にも種
類があります。また、「波

なみ
巴
どもえ
文」

などの家紋もあります。

州す

浜は

ま

文

入
り
組
ん
だ
浜
辺
を

図
案
化
し
た
文
様

海水が浜に複雑に入り込んだ
様子をあらわします。植物文
や動物文とともに用いられる
ことがほとんどです。

半切 紅地立波紅葉模様（部分）
大きめの波と水紋のような小波に、紅葉が配
された能の装束。小波は霞にも似ています。

帷子 白麻地橘岩波文字模様（部分）
着物の下部に、岩と波のある磯
の情景があらわされています。
金色の水しぶきが効果的です。

振袖 淡紅平絹地薊菊模様
この着物では、水色の部分が州浜
にあたります。州浜のなかには、
簡略化された薊

あざみ
と菊の花が染めら

れています。

栄花物語図屏風（土
と

佐
さ

光
みつ

祐
すけ

）（部分）
『栄花物語』は、藤原道長の栄華
を主題にした歴史物語。州浜には
おめでたい意味があり、このよう
な図屏風にしばしば描かれます。

波文の種類を教えて！1

ほかに「大波文」「波の丸文」などもあります。また、「波に鳥文（千鳥など）」「波に兎文」
「波に魚文」など、ほかのモチーフとの組み合わせもあり、多種多様です。

「小波文」「波
なみ

頭
がしら

文」などがあります。A

「波巴文」の家紋。ほかに、
「三つ割り波文」「立

たつ
波
なみ
文」

などの家紋があります。

肩衣 浅葱麻地山形州浜笹模様（部分）
狂言の装束。喜劇であるため、州浜や山の情景がおおら
かにデザインされています。
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